
平成19年7月31日
兼 松 株 式 会 社

平成20年３月期　第１四半期　連結業績ハイライト

単位：億円（億円未満四捨五入）

H19/3期 H20/3期 前年同期比 H20/3期中間 H20/3期通期

第1四半期 第1四半期 増減額 増減率 見通し 達成率 見通し 達成率

売上高 2,906 2,982 76 2.6% 6,250 47.7% 13,000 22.9%

売上総利益 221 217 △ 4 △1.6% － － － －

売上総利益率 7.6% 7.3% △0.3% － － － － －

販売費及び一般管理費 △ 177 △ 174 3 △1.8% － － － －

営業利益 43 43 △ 0 △0.7% 110 39.2% 235 18.4%

営業外収益 11 22 11 96.3% － － － －

営業外費用 △ 21 △ 26 △ 4 20.6% － － － －

経常利益 33 39 6 18.2% 85 46.5% 190 20.8%

特別利益 11 19 8 79.0% － － － －

特別損失 △ 2 △ 8 △ 6 260.3% － － － －

税金等調整前当期純利益 42 50 8 20.4% － － － －

△ 24 △ 24 △ 0 1.6% － － － －

当期純利益 18 26 8 45.5% 40 64.9% 80 32.5%

売上高 営業利益
H19/3期 H20/3期 前年同期比 H19/3期 H20/3期 前年同期比

第1四半期 第1四半期 増減額 増減率 第1四半期 第1四半期 増減額 増減率

Ｉ　　　　Ｔ 752 824 72 9.5% 12 14 2 17.0%

食 品 ・ 食 糧 656 700 44 6.7% 8 10 2 24.1%

鉄鋼 315 384 69 21.8% 10 17 7 71.0%

プラント 231 240 9 3.9% 3 △ 2 △ 5 △151.9%

鉄鋼・プラント 546 624 78 14.2% 13 15 2 12.8%

エネルギー 669 670 1 0.2% 6 1 △ 5 △86.8%

ライフサイエンス 78 71 △ 7 △9.1% 1 0 △ 1 △55.4%

747 741 △ 6 △0.8% 7 1 △ 6 △82.4%

205 93 △ 112 △54.5% 2 1 △ 1 △25.1%

消　　　去 △ 0 △ 0 0 － 1 2 1 －

合　　　計 2,906 2,982 76 2.6% 43 43 △ 0 △0.7%

総資産

ネット有利子負債

株主資本

評価・換算差額等

少数株主持分

純資産合計

自己資本比率　（注1）

ネットＤＥＲ（倍）　（注2）

（注1）　自己資本比率＝（純資産－少数株主持分）／総資産　　　（注2)　ネットＤＥＲ＝ネット有利子負債／（純資産－少数株主持分）
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収益の状況

資産・負債および
純資産の状況

○売上高は、前年同期比増収。　当期純利益は、前年同期比４５．５％の増益。
　　・売上高は２，９８２億円と、前年同期比２．６％(＋７６億円）の増収。
　　・営業利益は、４３億円で横這い。
　　・経常利益は３９億円と、前年同期比１８．２％（＋６億円）の増益。
　　・当期純利益は２６億円となり、前年同期比４５．５％（＋８億円）の増益。

主な増減要因

売上高
兼松繊維㈱の持分法適用会社へ
の異動に伴う減少があったもの
の、ＩＴ、食品・食糧ならびに鉄鋼
部門での増加で増収。
売上総利益
兼松繊維㈱の影響を除外すると
実質増益。
販管費・営業利益
販管費が若干減少した結果、営
業利益は横這い。
営業外収支・経常利益
持分法投資利益の増加等により
営業外収支が改善し、経常利益
は増加。
特別損益
航空機リース関連投資の売却等
によりネットで+11億円の利益。
当期純利益
前年同期比８億円（４５．５％）の
増益。

主な増減要因

I　Ｔ
モバイル事業、ソリューション事
業が順調で増収増益。
食品･食糧
穀物・飼料、畜産事業が貢献し
増収増益。
鉄鋼・プラント
鉄鋼は引続き北米向け特殊鋼
事業が堅調で増収増益。
プラントは、輸送機、工作機械は
堅調。
ライフサイエンス・エネルギー
エネルギーは、前期の相場上昇
局面で拡大した利益率が落ち着
いたこともあり減益。
その他
前年同期に繊維を含む。

概　要

総資産
投資有価証券の流動化や、連結子会社の適用除外等
による営業資産の減少によりスリム化。

有利子負債
借入金（２５８億円）の減少もあり、ネットで８４億円の減
少。

純資産
当期純利益や評価・換算差額の増加により、増加。
その結果、自己資本比率は７．０％、ネットＤＥＲは
５．３倍に改善。


